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労
働
条
件
向
上
に
む
け

共
に
頑
張
ろ
う
！！

新
卒
社
員
１
８
６
名
全
員
が
加
入

地
方
路
線
へ
の
理
解
を
深
め
る

地
元
企
業
と
意
見
交
換

な
ど
各
モ
ー
ド
が
、
大
き
な
危

機
意
識
を
持
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
こ
う
し
た

課
題
も
含
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政

策
提
言
に
つ
い
て
、
関
係
者
へ

の
理
解
浸
透
を
図
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
九
州
に
関
わ
る
政
策
課
題

に
つ
い
て
も
認
識
の
共
有
や
実

態
把
握
に
取
り
組
む
べ
く
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い

る
。今

年
は
指
宿
枕
崎
線
の
現
地

視
察
と
、
指
宿
枕
崎
線
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
民
間
団

体
「
南
九
州
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
課

題
は
、
人
口
減
少
に
よ
り
利
用

者
が
大
き
く
減
少
し
、
鉄
道
の

み
な
ら
ず
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

原
晋
司
氏
と
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局
長
の
葛
岡
克
紀
氏
か
ら
、

活
動
の
紹
介
や
分
析
し
た
デ
ー

タ
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
と

と
も
に
、
鉄
道
が
枕
崎
エ
リ
ア

に
与
え
る
広
告
宣
伝
効
果
な
ど
、

金
額
と
し
て
見
え
る
化
す
る
重

要
性
と
、
定
量
化
が
難
し
い
マ

イ
レ
ー
ル
意
識
や
指
宿
枕
崎
線

に
携
わ
り
共
に
生
き
る
人
た
ち

の
心
情
な
ど
も
考
え
て
い
く
必

要
性
に
つ
い
て
話
し
が
あ
っ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
、
質
疑
で

は
、
参
加
者
か
ら
「
様
々
な
活

動
を
さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
を

ど
う
や
っ
て
巻
き
込
ん
で
い
く

の
か
」「
肥
薩
線
の
復
旧
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
た
鉄
道
の
日

常
利
用
の
創
出
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
」「
指
宿
枕
崎
線
の

線
区
の
あ
り
方
に
対
す
る
協
議

会
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る

か
」
な
ど
数
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
、
中
原
代
表
か
ら
各
質
疑

に
対
し
て
丁
寧
な
答
弁
が
行
わ

れ
た
。

最
後
に
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
大

久
保
浩
書
記
長
が
「
Ｊ
Ｒ
九
州

は
発
足
以
来
、
地
域
と
共
に
発

展
す
る
総
合
サ
ー
ビ
ス
企
業
を

目
指
し
て
き
た
。
地
域
の
持
続

的
な
発
展
が
会
社
の
持
続
的
な

成
長
に
繋
が
る
と
考
え
て
お
り
、

ど
の
よ
う
な
施
策
を
進
め
る
中

で
も
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

w
in

-w
in

で
あ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
地
域
の
皆
さ
ま
と
共

に
知
恵
を
出
し
合
い
、
よ
り
よ

い
九
州
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。」
と
挨
拶
を
行
い
、

意
見
交
換
会
は
締
め
く
く
ら
れ

た
。
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
今
後

も
様
々
な
組
織
の
方
々
と
意
見

交
換
を
重
ね
、
知
見
を
得
な
が

ら
政
策
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

意見交換の様子

懇親会の様子 白熱したポートボール

し
、
政
策
推
進
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
12
名
が
参
加
し
た
。

指
宿
枕
崎
線
は
、
昨
年
11
月

に
会
社
が
路
線
の
存
続
か
廃
止

か
の
前
提
を
置
か
ず
、
沿
線
自

治
体
と
将
来
の
地
域
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
議
論
し
た
い
と
の

意
向
を
表
明
し
て
お
り
、
指
宿

～
枕
崎
間
を
対
象
と
し
て
い
る
。

現
地
視
察
で
は
、
往
路
を
列

車
に
乗
車
し
、
鹿
児
島
中
央
～

枕
崎
間
の
お
客
さ
ま
の
乗
降
や

線
路
の
状
態
、
駅
や
周
辺
の
環

境
な
ど
を
確
認
し
た
。
な
お
、

復
路
は
枕
崎
～
鹿
児
島
中
央
間

を
バ
ス
で
移
動
し
、
鉄
道
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
交
通
事
情
を

体
感
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
最
初
に
、

Ｊ
Ｒ
連
合
及
び
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

が
取
り
組
む
、
交
通
重
点
政
策

の
「
改
正
地
域
交
通
法
の
趣
旨

に
基
づ
く
真
に
持
続
可
能
な
交

通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
政
策

の
実
施
」
に
つ
い
て
提
言
の
説

明
を
行
っ
た
後
、
南
九
州
鉄
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
を
務
め

る
、
中
原
水
産
株
式
会
社
の
中

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
５
月
22
日
に
鹿
児
島
県
枕
崎
市
で
政
策
推

進
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
開
催
し
、
指
宿

枕
崎
線
の
鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
枕
崎
駅
間
の
現
地
視
察
と
、
指
宿

枕
崎
線
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
民
間
団
体
「
南
九
州
鉄
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
の
意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
指
宿
枕
崎
線
の
直
面
す
る
課
題
や
沿
線
の

活
性
化
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
改
め
て
地
域

公
共
交
通
の
課
題
に
つ
い
て
認
識
を
共
有
し
た
。

中原代表（中央左）葛岡事務局長（中央右）と参加者

青
年
・
女
性
委
員
会

リ
バ
テ
ィ
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

in
熊
本 

開
催
‼

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
本
部
青

年
・
女
性
委
員
会
は
５
月
18
日

か
ら
19
日
に
か
け
て
、
熊
本
県

学
び
や
の
里
で
、「
リ
バ
テ
ィ

ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
２
０
２
４
in
熊

本
」
を
開
催
し
た
。

リ
バ
テ
ィ
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
は

青
年
・
女
性
委
員
会
が
主
催
す

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
Ｊ
Ｒ
九

州
労
組
青
年
・
女
性
委
員
会
の

み
な
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
連
合
九
州
地

協
や
グ
ル
ー
プ
労
組
に
も
呼
び

掛
け
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
、
Ｊ
Ｒ
連
合
九

州
地
協
か
ら
、
52
人
が
参
加
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
で
組
合
員
同
士
の

交
流
の
機
会
が
減
少
し
、青
年
・

女
性
委
員
会
の
活
動
の
大
き
な

柱
で
も
あ
る
、「
仲
間
づ
く
り
」

も
影
響
を
受
け
た
。
こ
う
し
た

経
験
を
踏
ま
え
、
今
年
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
「
や
び
ゃ
あ
熊
本 

ぎ
ゃ
ん
行
っ
て
ぎ
ゃ
ん
楽
し
も

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
２
０
２

４
年
度
入
社
の
新
卒
社
員
１
８

６
名
に
対
す
る
組
合
加
入
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
１

８
６
名
全
員
を
新
た
な
仲
間
と

し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。こ

の
結
果
は
、
各
地
方
本
部
・

支
部
、
分
会
の
役
員
を
は
じ
め
、

組
合
員
各
位
が
労
働
組
合
の
必

要
性
や
私
た
ち
の
運
動
を
訴
え
、

組
織
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
で
あ
り
、
こ
の
間

の
献
身
的
な
活
動
に
感
謝
を
申

し
上
げ
る
。
私
た
ち
は
、
組
織

全
体
で
新
し
い
仲
間
を
歓
迎
す

る
と
と
も
に
、
本
部
、
各
地
方

本
部
・
支
部
、
分
会
が
連
携
し

て
、
新
入
社
員
の
皆
さ
ん
の
仕

事
へ
の
不
安
の
解
消
な
ど
に
む

け
て
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
く
。

な
お
、
今
後
は
労
働
条
件
の

改
善
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
組

合
員
に
対
す
る
福
利
厚
生
の
一

環
と
し
て
営
利
を
追
求
し
な
い

各
種
共
済
制
度
の
説
明
会
な
ど

を
開
催
し
な
が
ら
、
組
合
員
の

可
処
分
所
得
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
。

う
！
～
火
の
国
で
す

～
」
と
題
し
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値

観
の
多
様
性
が
広
が

り
を
み
せ
る
な
か
、

改
め
て
対
面
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
と
、
全
員

が
同
じ
Ｊ
Ｒ
連
合
に

集
う
仲
間
で
あ
る
と

い
う
想
い
を
込
め

た
。開

会
式
終
了
後
に

各
班
に
分
か
れ
、
自

己
紹
介
な
ど
の
あ
と

開
催
地
で
あ
る
熊
本

県
に
関
す
る
ク
イ
ズ
（
ア
イ
ス

ブ
レ
イ
ク
）
で
、
交
流
を
図
っ

た
。
続
い
て
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
各
班
対
抗
で
ポ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
行
い
、
チ
ー
ム
の

た
め
に
一
生
懸
命
な
姿
に
、
絆

の
芽
生
え
を
感
じ
な
が
ら
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
懇
親
会

で
は
、
チ
ー
ム
内
の
交
流
は
も

ち
ろ
ん
、
時
間
の
経
過
と
と
も

に
参
加
者
全
員
で
交
流
を
深
め
、

ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
の
目
的
で
も
あ

る
「
仲
間
づ
く
り
」「
組
織
・

系
統
を
超
え
た
つ
な
が
り
」
を

実
感
し
た
。

二
日
目
は
施
設
内
外
の
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、
参
加

者
全
員
が
清
々
し
い
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
中
で
協
力
し
て
終
了
し

た
。

▼
稲
葉
稜
青
年
・
女
性
委
員
長

参
加
者
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」、

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
の
感

想
が
多
か
っ
た
一
方
で
、「
労

働
組
合
が
こ
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
る
こ
と
自
体
知
ら
な
か

っ
た
」
と
い
っ
た
声
も
あ
っ
た
。

組
合
の
活
動
が
組
合
員
に
届

い
て
い
な
い
こ
と
を
課
題
と
し

た
う
え
で
、
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
を

通
じ
て
「
労
働
組
合
の
役
員
を

や
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の
声
も

挙
が
っ
た
こ
と
は
、
青
年
・
女

性
委
員
会
と
し
て
も
大
き
な
一

歩
で
あ
り
、
来
年
度
も
引
き
続

き
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
の
開
催
に
向

け
て
準
備
を
行
い
、
仲
間
づ
く

り
や
組
織
・
系
統
を
超
え
た
つ

な
が
り
を
通
し
て
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
の
組
織
力
強
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
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Ｊ
Ｒ
九
州
高
速
船

夏
季
手
当
妥
結

２
・
10
ヶ
月
＋
一
時
金
20
万
円

（
期
間
率
を
適
用
）

安
全
は
確
認
と
職
場
か
ら
！

安
全
衛
生
学
習
会
を
開
催

よ
う
こ
そ
Ｊ
Ｒ
連
合
へ

貨
物
鉄
産
労
で
組
織
拡
大

め
に
は
生
活
給
で
あ
る
夏
季
手

当
の
支
給
水
準
の
回
復
が
、
何

よ
り
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る
と
と
も
に
、
会
社
に
対
し

真
摯
に
協
力
を
し
て
き
た
組
合

員
の
労
苦
に
最
大
限
酬
い
る
た

め
に
も
誠
意
あ
る
回
答
を
求
め

て
き
た
。

会
社
は
、
組
合
員
の
協
力
に

対
し
感
謝
を
示
す
と
と
も
に
、

２
０
２
３
年
度
決
算
で
は
２
０

１
８
年
度
以
益
来
の
経
常
利
益
、

当
期
純
利
と
も
に
黒
字
を
達
成

５
月
23
日
、
中
央
本
部
及
び

船
舶
分
会
は
、
２
０
２
４
年
度

夏
季
手
当
の
要
求
に
つ
い
て
第

２
回
団
体
交
渉
を
行
い
、
会
社

か
ら
「
基
準
内
賃
金
に
２
・
10

箇
月
を
乗
じ
た
額
に
一
時
金
20

万
円
を
加
算
し
た
額
を
、
６
月

28
日
以
降
準
備
で
き
次
第
支
払

う
」
と
の
回
答
を
受
け
た
。

交
渉
で
は
、
今
後
の
更
な
る

経
営
回
復
と
発
展
に
は
、
組
合

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た

で
き
た
点
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
以
来
、
初
め
て
年
間
を
通
じ

て
Ｑ
Ｕ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
Ｅ

が
運
航
で
き
た
こ
と
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
よ
り
日
韓
の
お
客
さ

ま
以
外
の
乗
船
率
が
上
昇
し
た

こ
と
な
ど
を
要
因
と
し
て
挙
げ

た
。
一
方
で
経
常
利
益
、
当
期

純
利
益
と
も
対
計
画
で
は
下
回

っ
て
お
り
、
加
え
て
劇
症
型
溶

血
性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症

（S
T

S
S

）
の
影
響
な
ど
で
、

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ま
が
減
少

傾
向
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
今

後
の
状
況
を
注
視
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
、
夏
季
手
当
の
支

給
額
に
つ
い
て
慎
重
な
姿
勢
を会場の様子

説明を行う熊本地本井手書記長

大分地本 安全・衛生委員学習会

交
通･

運
輸
に
関
す
る

政
策･

制
度
要
求
を
学
ぼ
う

連
合
福
岡
の
交
通
・
運
輸
部

門
連
絡
会
は
「
連
合
福
岡
の
交

通
・
運
輸
に
関
す
る
政
策
・
制

度
要
求
学
習
会
」
を
５
月
18
日

に
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
４

人
が
参
加
し
た
。

学
習
会
で
は
、
ふ
く
お
か
県

政
出
前
講
座
と
し
て
、
地
域
公

共
交
通
の
現
状
と
県
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
は
、

連
合
福
岡
の
政
策
・
制
度
要
求

の
説
明
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
会
場
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
別
の
状
況

や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
た
が
、
多
く
の
組
織
か
ら

人
材
の
不
足
や
、
若
手
社
員
の

離
職
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、

全
体
で
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

認
識
を
共
有
し
た
。

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
職
場
か

ら
安
全
を
創
る
た
め
に
重
要
な
、

安
全
衛
生
委
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
こ
れ
ま
で
も
各
地

本
・
支
部
で
趣
向
を
凝
ら
し
た

学
習
会
を
や
意
見
交
換
会
を
開

催
し
て
お
り
、
５
月
15
日
、
25

日
の
両
日
、
大
分
・
熊
本
地
方

本
部
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

〈
大
分
地
本
〉

中
央
本
部
の
大
久
保
浩
書
記

長
が
、
労
働
災
害
の
発
生
状
況

や
安
全
衛
生
委
員
会
の
設
置
の

目
的
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と

も
に
、
安
全
衛
生
委
員
の
役
割

や
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
安
全
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
講
義
を
行

い
、
そ
の
後
は
出
席
者
と
意
見

交
換
し
、
職
場
か
ら
の
安
全
の

確
立
に
つ
い
て
心
あ
わ
せ
を
行

同
じ
Ｊ
Ｒ
連
合
の
仲
間
で
あ

る
、
貨
物
鉄
産
労
九
州
地
区
本

部
で
２
名
の
組
織
の
拡
大
が
行

わ
れ
、
５
月
22
日
に
貨
物
鉄
産

労
が
加
入
者
歓
迎
会
を
開
い
た
。

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
か
ら
は
、
吉

田
祥
司
中
央
執
行
委
員
長
が
参

加
し
、
新
し
い
仲
間
と
の
交
流

を
深
め
た
。

他
の
地
域
で
も
組
織
拡
大
が

報
告
さ
れ
る
な
ど
、
民
主
化
運

動
は
着
実
に
実
を
結
ん
で
お
り
、

今
後
も
Ｊ
Ｒ
連
合
の
仲
間
と
連

携
を
は
か
り
貨
物
・
北
海
道
・

東
日
本
の
仲
間
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

っ
た
。

ＪＲ九州高速船夏季手当回答

１．基 準 額
　（社員および船員）

２０２４年６月１日現在における、辞令面によ
る基準内賃金に２. １０（支給月数）を乗じた額に
一時金２０万円を加算した額とする。

　（パートナー社員及びパートナー船員）

２０２４年６月１日現在における、辞令面によ
る基本賃金に次の支給月数を乗じた額に一時金
２０万円を加算した額とする。
雇用期間３年以上の者　　　　　１. ５８箇月
雇用期間３年未満の者　　　　　１. ０５箇月

２．支 払 日
２０２４年６月 28 日以降準備でき次第とする。

　※一時金については期間率を適用する。

見
せ
て
い
た
。

粘
り
強
く
協
議
を
続
け
た
結

果
、
会
社
は
、「
夏
季
手
当
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
安
全
最
優

先
で
業
務
に
取
り
組
み
、
業
績

回
復
に
向
け
組
合
員
の
協
力
・

努
力
に
期
待
し
、
一
時
金
を
含

め
精
一
杯
の
回
答
で
あ
る
。
な

お
、
一
時
金
の
支
給
額
に
つ
い

て
は
、
一
律
で
は
な
く
期
間
率

を
算
定
し
、
支
給
し
た
い
」
と

の
考
え
を
示
し
た
。

中
央
本
部
及
び
船
舶
分
会
は
、

会
社
の
回
答
が
要
求
と
乖
離
し

て
い
る
こ
と
に
不
満
が
残
る
も

の
の
、
昨
年
度
か
ら
支
給
月
数

で
０
・
３
ヶ
月
分
上
回
っ
て
い

る
こ
と
や
組
合
員
の
労
苦
に
対

し
、
一
時
金
と
い
う
形
で
評
価

が
示
さ
れ
た
こ
と
、
組
合
員
の

生
活
設
計
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
妥
結
し
た
。

中央本部は、地域公共交通の活性化などの労使での解決が困難

な政策課題への対応には組織内議員の発掘と育成が必須であると

の認識に立ち、2025年１月末または２月上旬に実施予定の北九州

市議会議員選挙において、組織内候補として山田大輔氏の公認を

決定した。 

はじめまして、山田大輔（やまだ

だいすけ）です。

出身は北九州市で、2005年に入

社し、現在は営業部総合販売セン

ターに勤務しています。

昨年度までキャリアアップ休職を

活用して、以前から関心をもってい

たＥＳＤ（持続可能な開発のための

教育）推進活動に取り組み、子ども

向けの環境教育イベントなどの企

画・運営を行ってきました。地元北

九州やＪＲ九州を取り巻く課題解決

に む け、「常 に 熱 く、常 に 全 力‼」

で頑張ります。

常に熱く、常に全力‼ 山田だいすけです

北九州市議会議員選挙で組織内公認を決定

山田大輔氏

５
月
26
日
、
小
倉
工
場
支
部

は
、
４
年
ぶ
り
の
ボ
ウ
リ
ン
グ

レ
ク
を
開
催
し
、
家
族
を
含
め
、

27
人
が
参
加
し
た
。
高
崎
克
典

支
部
執
行
委
員
長
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
、
な
か
な
か
組
合
員
同
士

の
交
流
の
機
会
が
持
て
な
か
っ

た
。
今
後
も
計
画
を
し
な
が
ら
、

多
く
の
参
加
者
が
集
ま
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

４
年
ぶ
り
の

レ
ク
に
笑
顔

結婚や出産、万一の場合の保障等
　人生の様々なシーンで
　　お祝い金等※が支払われます。

ご加入・給付の申請は
お近くの分会役員まで！
※結婚：５万円、
　本人死亡：70万円等

掛金は毎月1,000円

みんなで分かち合う助け合いの原点みんなで分かち合う助け合いの原点みんなで分かち合う助け合いの原点

総合共済

〈
熊
本
地
本
〉

安
全
衛
生
学
習
会
と
安
全
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、

熊
本
地
方
本
部
の
井
手
正
成
書

記
長
が
講
師
を
務
め
た
。
安
全

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
安

全
衛
生
委
員
会
の
開
催
状
況
や
、

委
員
会
で
改
善
さ
れ
た
内
容
等

が
報
告
さ
れ
、
出
席
者
間
で
の

情
報
を
共
有
と
、
今
後
も
安
全

衛
生
委
員
会
の
活
動
を
活
性
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

◇
―
―
―
―
―
―
―
―
◇

コ
ロ
ナ
過
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
不
足
か
ら
労
働
災
害

が
増
加
し
て
お
り
、
職
場
で
働

く
す
べ
て
の
仲
間
が
お
互
い
に

声
を
掛
け
合
っ
て
、
事
故
防
止

の
取
り
組
み
を
展
開
す
る
よ
う

要
請
す
る
。

連
合
福
岡


